
 1 

 

第２回「次世代再処理ガラス固化技術基盤研究事業」 

中間評価検討会 

議事録 

 

１．日 時  平成２８年１１月２５日（金） １５：００～１６：００ 

２．場 所  経済産業省別館１階１０８各省庁共用会議室 

３．出席者   

  （検討会委員）［敬称略・五十音順、※は座長］ 

    浅沼 徳子   東海大学工学部原子力工学科 准教授 

杉山 一弥   一般社団法人原子力産業協会 事務局長 

関  哲朗    文教大学情報学部情報社会学科 教授 

出口  朗   原子力発電環境整備機構 技術部長  

※杤山  修   公益財団法人原子力安全研究協会 技術顧問 

  （研究開発実施者） 

    福井 寿樹   株式会社ＩＨＩ 

鍋本 豊伸   株式会社ＩＨＩ 

鬼木 俊郎   株式会社ＩＨＩ 

牧   隆   日本原燃株式会社 

兼平 憲男   日本原燃株式会社 

駒嶺  哲   日本原燃株式会社 

石森  有   国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

長濱 洋次   国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

佐々木紀樹   国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

福田 拓司   原子燃料工業株式会社 

小口 一成   原子燃料工業株式会社 

  （事務局） 

    資源エネルギー庁電力･ガス事業部原子力立地・核燃料サイクル産業課 

 企画官 橋場 芳文 

 課長補佐 高野 龍雄 

 行政事務研修員 宮内 厚志 

  （評価推進課） 

    産業技術環境局技術評価室 

 技術評価専門職 小木  惠介 

４．配付資料 

  資料１  第１回評価検討会議事録（案） 

  資料２  技術評価結果報告書（案） 

  

５．議事 

（１）開会 



 2 

 

（２）第１回評価検討会議事録の確認について 

   事務局から、「資料１ 第１回評価検討会議事録（案）」について説明があり、議事録

が了承された。 

 

（３）技術評価結果報告書（案）について 

事務局及び研究開発実施者から、「資料２ 技術評価結果報告書（案）」について説明

があり、その内容について審議が行われ、以下の質疑応答の後、一部修正を行うことと

して技術評価結果報告書（案）が了承された。追加的な修正については座長一任で行う

こととされた。 

 

○ガラス固化技術の基盤整備 

【杤山座長】＜発言＞ 

今日、事業者の方から、全体の成果のところで、私が固化の方が大事でしょみたいな

話しをしたものですから説明いただいたのですけれども、この報告書では前回の説明が

そこのところが不十分だったのでそういう評価になっているということで、報告書その

ものはこの形にさせていただきたいと思います。 

 

○低レベル放射性廃棄物の除染方法の検討 

【関委員】＜発言＞ 

Ⅱ－Ｂ－１ページのところで、1文字脱字がありますので、1文字入れていただければ

幸いです。 

 

○事業全体 

【杤山座長】＜発言＞ 

報告書そのものの内容ではないですが、費用対効果のところで、Ａ委員が言ったよう

な話と、それからいくつかベネフィットをはっきりさせなさい、ということがあったん

ですね。廃棄物の処理・処分の分野で、何がベネフィットになるかというのをきっちり

主張しないと、一般に上流の物事を作っている、そういうところでのベネフィットとか

波及効果とは全く違う価値を求めてやっているわけですよね。それをしっかりと、こう

いうところで書いていただかないと、これからいろんなところで廃棄物の処理・処分を

きちんとやっていこうと人たちが、予算の獲得ですとか、仕事をやっていくというとき

に、マイナスになるので、そういうところについては、一般に今まで言われているよう

な、追いつけ追い越せ型の波及効果であるとかベネフィットであるとかと違うものとし

てこういうことをやっているんですよと、主張していただいた方が良いのかなと思いま

した。ガラス固化のところでも、私が、減容でこれだけお金を節約できるみたいなこと

が書いてあるというのは、それは違うでしょ、と言ったのはそういう意味で、本来そう

ではないのに、実際仕事をされている方もそうではないし、実際に固化をしようとして

やっておられるわけですよね、それなのにこれに合わせてそんなふうに書いてしまうと

いうのは、逆にマイナスになると思いますので、そういうことはこれからいろんなとこ
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ろで、ちゃんと我々は本当に正しいことを求めてやっているんだということを主張して

いただくのがいいのかなと私は思いました。これは報告書の問題ではなく、感想を申し

ました。 

 

（４）今後の予定について 

   事務局から、本評価検討会で了承された技術評価結果報告書（案）は、産業構造審議

会産業技術環境分科会研究開発・イノベーション小委員会評価ワーキンググループで審

議され、了承を得た後、経済産業省ホームページで公開されるとの説明があり、以下の

質疑応答があった。 

 

【出口委員】＜質疑＞ 

1点教えていただきたいのですが、最後のページのところに評価ＷＧの改善点等という

ページがありますけれども、今のご説明は、今後評価ＷＧが開かれて、そこで出たコメ

ントにここが差し替わるという意味なのでしょうか。 

【高野課長補佐（事務局）】 ＜応答＞ 

こちらに記載してございますのは事前評価時のものを記載してございまして、こちら

の方に中間評価の場合のＷＧの意見ということで追記されるような形になってございま

す。 

【出口委員】＜質疑＞ 

その場合のＷＧの評価というのはどういう形でやられるのでしょうか。こちらで今回

まとめていただいた内容をご紹介いただいて、その評価を踏まえて評価されるのか、あ

るいはまたプレゼンをした上で評価をなされるのか、その辺のやり方を差し支えなけれ

ば教えてください。 

【小木技術評価専門職（評価推進課）】 ＜応答＞ 

親委員会の評価ＷＧでどういう形で評価するかというご質問だと思うのですけど、今

回まとめていただきました技術評価結果報告書（案）、これを評価ＷＧでもう一度中身に

ついて全て説明していただくことになります。これは原課である原子力立地・核燃料サ

イクル産業課の方から中身について説明いただきます。そのときに当然、評価検討会の

方でこういう評価を受けましたということも含めて全体として説明していただくことに

なります。その全体を評価ＷＧの方で評価いたしまして、コメントいただくという形に

なります。 

【出口委員】＜発言＞ 

ありがとうございました。 

 

（５）閉会 

 

以上 


